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はじめに                               

令和３（2021）年１月、中央教育審議会が「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全

ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」をとりまとめま

した。その中では、全ての教師に、障害の特性等に関する理解と指導方法を工夫できる力や、個

別の教育支援計画・個別の指導計画などの特別支援教育に関する基礎的な知識、合理的配慮に対

する理解等が必要であるとされています。 

県教育委員会では、全ての教員の特別支援教育に関する専門性の向上と、特別支援教育コーデ

ィネーターを中心とした校内支援体制の充実や個別の教育支援計画を活用した支援情報の引継

ぎの推進により各高等学校の特別支援教育の充実に努めてきました。また、高等学校においても、

個々の生徒の持つ力が最大限に発揮できるよう、生徒一人一人の能力や特性に応じたきめ細かな

指導がなされています。 

令和元（2019）年度から令和３（2021）年度までの３年間、高等学校における「通級による指

導」導入事業を実施しました。この事業の趣旨は、２校の研究実践校において校内支援体制を整

備し「通級による指導」の実践研究を行うとともに、各県立高等学校における校内支援体制の整

備を推進し、高等学校における特別支援教育の充実に資することです。本資料は、これまで本県

が示してきた特別支援教育の考え方と研究で得られた成果を全ての先生方に、より一層理解して

いただくことを目的として作成しました。基本編、事例編、資料編の３部構成になっており、基

本編では、高等学校における特別支援教育の基本的な考え方を示し、事例編では、研究実践校で

の取組から分かったことや、実践事例を参考にして事例としてまとめました。各高等学校におい

ては、本資料を十分に活用いただき、特別支援教育の充実に向けた取組が実施されることを期待

します。 

最後に、本事業に３年間御尽力くださいました２校の研究実践校に厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

 

   

                       栃木県教育委員会事務局 

特別支援教育室長  玉田 敦子  
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基  本  編 

１ 高等学校における特別支援教育の基本的な考え方                

本県では、特別支援教育は、障害のある子ども（発達障害の可能性のある子どもを含む。以下同じ。）

のみを対象とした特別な教育ではなく、全ての子どもに対する一人一人の能力や特性に応じた指導・

支援を一層充実させ、子どもが本来持っている力を最大限に発揮できるようにすることであると捉え

ています※１。そして、そのためには、子どもが自信を育むとともに、周囲の人々と相互に支え合う関

係を築くことが特に重要であると考えています。 

自信は、子どもが積極的かつ柔軟に学校生活を送っていくための原動力です。子どもは、自信が育

ってくると、友達へのかかわりが積極的になったり、学習への取組が意欲的になったりします。そし

て、うまくいっている状況を自ら広げていくとともに、難しい状況においても、自分なりに工夫して

対処しようとするようになります。また、周囲の人々と相互に支え合う関係を築くことができると、

誰もが互いに、周囲の助けも得ながら、参加や活動の幅を広げていくことができるようになっていき

ます。 

そこで、全ての子どもが自信を育み、周囲の人々と支え合う関係を築くことができるようにするた

めに、教師は子どもの理解を深め、子どもの安心感を高める指導・支援の充実に努めることが大切で

す。また、その中で、障害のある子どもについては、個別の教育支援計画を作成・活用し、一人一人

の障害の状態等に応じた安心感を高める指導・支援に取り組んでいくことが求められます。 

高等学校においても、このような考え方の下、全ての生徒を対象として安心感を高める指導・支援

を行う中で、障害のある生徒には、個別の教育支援計画を活用したきめ細かな指導・支援を行ってい

くことが必要です。また、それだけでは十分ではない場合は、特別の教育課程を編成し、通級による

指導を行うことも考えられます。 

高等学校段階の生徒は、人間としての在り方生き方を模索し、価値観を形成する時期にあるととも

に、自己と社会との関わりについて深く考え、将来の在り方生き方、進路を選択決定していく時期で

もあります※２。そこで、生徒が自身の願いや希望を伝え、指導・支援内容の検討に主体的に関わって

いけるよう「本人主体の指導・支援」を行うことにより、生徒が次のような力を身に付けられるよう

にすることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 「栃木県特別支援教育推進計画」（令和３年２月 栃木県教育委員会） 
 

※２ 「高等学校学習指導要領解説」【総則編】（平成 30 年告示 文部科学省）  

１ 自己理解：自分の得意なことや不得意なことを客観的に捉える力 

２ 自己選択：不得意なことにも対処するために、必要な支援を選択する力 

３ 自己表現：必要な支援について周囲に伝え、話し合っていく力 
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２ 校内支援体制の充実                        

各学校においては、校長のリーダーシップの下、校内の組織として校内委員会を設置し、特別支

援教育コーディネーターを校務分掌に位置付けます。その上で、各部や各教科、保護者、関係機関

等との連携により、支援体制の充実を図ることが大切です。 

 

(1) 組織 

ア 校内委員会 

障害のある生徒の実態把握や支援の在り方等について検討を行う委員会のことです。定期的な

開催について年間計画に位置付けるとともに、必要に応じて開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 特別支援教育コーディネーター 

特別支援教育コーディネーターは、各学校における特別支援教育の推進のため、主に次のよう

な役割を担います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援教育コーディネーターが業務を進めていくに当たっては、生徒の指導・支援について

教職員と一緒に考えるという姿勢で、生徒指導主事や教育相談係主任とそれぞれの視点を生かし

て考えたり、特別支援教育係の教職員と役割分担したりすることが大切です。 

 

 (2) 校内外との連携 

ア 各部・各教科等との連携 

指導・支援の検討、実施、評価に当たっては、各部・各教科等との連携が欠かせません。業務

の役割分担や情報共有の方法等について、事前に確認しておくことが必要です。 

 

１ 校内支援体制の整備・運営に係る調整  

(1) 生徒の実態把握と情報収集を含む校内委員会の計画・運営  

※個別の教育支援計画（個別の指導計画を含む）の運用を含む  

(2) 組織的な引継ぎの方法の計画・運営  

(3) 校内の関係者や関係機関等との連絡調整  

２ ホームルーム担任・保護者への支援  

(1) ホームルーム担任への助言  

(2) 保護者からの相談対応 

【定期的な開催の内容例】 

 ・特別支援教育に関する方針の検討（研修計画を含む） 

 ・生徒の実態把握と情報収集 

 ・指導・支援の評価と改善 

【必要に応じた開催の内容例】 

 ・障害のある生徒の指導・支援についての検討や評価（ケース会議） 

 ・進路先への支援情報の引継ぎ実施に向けた検討 
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イ 保護者との連携 

 全ての生徒の保護者に対し、特別支援教育の重要性や校内の支援体制について理解を得るよう

にします。また、障害のある生徒の指導・支援に当たっては、保護者の願いや思いを大切に、一

緒に考える姿勢を忘れずに連携を図ることが大切です。 

 

ウ 関係機関等との連携 

 教育、医療、保健、福祉、労働等の地域の関係機関等との連携については、校内委員会での検

討を踏まえ、主に特別支援教育コーディネーター等が窓口となり連絡調整を図るようにします。

なお、関係機関等を本人・保護者に紹介する場合には時機や伝え方等に配慮するとともに、学校

が連携する場合には、本人・保護者の同意を得ることが必要です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※３ 特別支援学校のセンター的機能 

   学校教育法第 74 条において、「特別支援学校は小学校及び中学校等の要請に応じて、児童生徒の教

育に関し必要な助言又は援助を行うよう努めるものとする」と示されています。次のような点で活用

することができます。 

  ・教員に対する支援（障害のある生徒の実態把握、指導内容や方法、個別の教育支援計画の作成等） 

・指導者の資質、専門性向上のための研修会や事例検討会等の開催 等 

【各部との連携の例】 

・教 務 部：学校行事における配慮等 

・学習指導部：学習内容や方法の調整、定期テストにおける配慮等 

・生徒指導部：悩みや不安への相談対応、福祉機関との連携等 

 ・進路指導部：就労支援機関との連携、進路先への支援情報の引継ぎ等 

 ・渉 外 部：ＰＴＡ行事における保護者への理解啓発等 

【各教科との連携の例】 

 ・専門教科における配慮（実習や実技を伴う教科の配慮）等 

【連携先の例】 

・教育：各地域の特別支援学校（センター的機能※３）、出身中学校、特別支援教育室

（発達障害専門家チーム等の派遣）、栃木県総合教育センター等 

・医療：各医療機関等 

・保健：保健所、栃木県発達障害者支援センターふぉーゆう等 

・福祉：市町障害福祉課、市町社会福祉協議会等 

・労働：ハローワーク、栃木障害者職業センター、障害者就業・生活支援センター等 

【支援情報の引継ぎ】 

・中学校からの引継ぎ：入学時には、生徒の出身中学校から支援情報の引継ぎを受け、

入学後早期からの支援に生かします。 

・進路先への引継ぎ：卒業時には、本人・保護者の同意を得て高等学校における支援

情報を大学や企業等の進路先へ引き継ぐことで、本人が合理的配慮の意思の表明を

する際の一助とし、進路先における早期からの支援に役立てられるようにします。 
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３ 指導・支援の充実に向けて                    

 全ての生徒を対象として安心感を高める指導・支援を行う中で、障害のある生徒には、「個別の教

育支援計画」を作成・活用し、その生徒にとっての安心感を高められるよう適切な指導及び必要な

支援を行います。そして、それだけでは十分ではない場合、特別の教育課程を編成し、通級による

指導を行うことも考えられます。 

 

       ＜指導・支援の全体イメージ図①＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 全ての生徒に対する安心感を高める指導・支援 

生徒の学習や生活は、教師や友達との人間関係をはじめ、教師の発問や指示、板書や教材なども

含む様々な環境との相互作用によって展開されていることから、次の２点を柱として、すべての生

徒の安心感を高められるよう、指導・支援に取り組むことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 認め合う関係を育む 
 

○一人一人を認める 

・生徒の言動の背景を多面的に捉える 

・生徒の思いを言語化して返したり、変容や努力の過程などを認めたりする 等 

  ○生徒同士の関係をつなぐ 

   ・生徒の言動を肯定的に捉え、全体に返す 

・生徒同士で教え合ったり助け合ったりする活動を取り入れる 等 

 

Ⅱ 分かりやすい環境を整える   
 

○全体と部分の構造を明確にする 

・活動の開始時に全体の構造と時間計画を伝える 

・活動の節目に、全体の構造と時間計画における現在の位置を確認する 等 

○情報を取り入れやすくする 

・指示は短い言葉で具体的に伝える 

   ・情報を時間的、空間的に分けて伝える 

   ・視覚や聴覚に働きかける 等 

 

 

(3)特別の教育 
課程による指導
が必要な生徒 

(1)全ての生徒 

(2)障害のある生徒 

安心感を高める指導・支援 

個別の教育支援計画を作成・活用 

通級による指導 
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(2) 障害のある生徒に対する指導・支援 

 障害のある生徒には、「個別の教育支援計画」を作成・活用することで、その生徒にとっての認め

合う関係、分かりやすい環境に配慮しながら、生徒の実態に応じた指導・支援をより充実させるこ

とができます。 

 

ア 「個別の教育支援計画」とは 

「個別の教育支援計画」とは、本人・保護者の願いに基づき、就学前から学校卒業後まで一貫

した支援を行っていくために作成・活用する計画書です。本県の「個別の教育支援計画」は、各

年齢段階における関係機関等による支援の全体像（以上「支援機関一覧」）、本人・保護者の願い、

本人の生活の様子、学校での指導目標や手立て、合理的配慮等（以上「個別の指導計画」※４）に

より構成されます。本人・保護者の意向を踏まえ、教育、医療、保健、福祉、労働等の関係機関

と支援に必要な情報の共有を図り、作成・活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 対象生徒 

   学校生活において学習上・生活上の困難がみられる生徒のうち、校内委員会で特別な指導や支

援が必要とされた生徒を対象に作成します。例えば、次のような生徒が考えられます。 

    ① 入学者選抜において配慮の必要があった生徒 

    ② 中学校から引継ぎを受けた生徒 

③ 入院中・退院後等の支援が必要な生徒 

    ④ 大学入試等において配慮が必要と考えられる生徒 

    ⑤ 進路先への引継ぎが必要と考えられる生徒 

   なお、「個別の教育支援計画」の作成には、本人・保護者の同意が必要です。同意が得られなか

った場合には、まずはその生徒の困難さを減らせるような支援や指導の手立てを、本人・保護者

と一緒に考え、実践することが大切です。そして、「この方法があればうまくやっていける」とい

う成功体験を積み重ねる中で、目標や手立てを明確にして教職員で共有したり、進路先に引き継

いだりするメリットを丁寧に説明したりしながら、「個別の教育支援計画」の作成についても理解

を得られるようにしていきます。 

 

 

※４ 「個別の指導計画」 

   「個別の指導計画」（本県の参考様式）は、通常の学級用、通級による指導用、特別支援学級用、特

別支援学校用があります。 

【「個別の教育支援計画」作成のメリット】 

要 点 整 理：計画書に要点を整理することで、目標や手立てを明確にして支援がで

きます。 

情 報 共 有：教職員間や教職員と保護者、関係機関等との間で情報を共有すること

で、連携して支援ができます。 

評価・引継ぎ：定期的に見直しながら効果的な支援の方法を蓄積し、「合理的配慮」を

含む支援情報を進路先へ引き継ぐことで、継続的な支援ができます。 
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 ウ 指導・支援の流れ 

(ｱ) 実態把握 

学習面、生活面における困難さについて捉えるとともに、その背景要因を考えます。また、

生徒のうまくいっている状況や、困難さの中でもうまくいっている状況についても把握します。 

   ａ 観察 

授業中や休み時間、部活動等の日常の生徒の状況について、顔色や表情、言動などの様子

をよく観察します。生徒個人の様子に加えて、環境や周囲との関係性についてもよくみるこ

とが大切です。また、様々な立場の教員で、多方面から生徒を観察するようにします。 

   ｂ 本人・保護者からの聞き取り 

  本人・保護者との面談により、学習上・生活上の困難やその困難に対してどのように対処

してきたのかについて、丁寧に聞き取ります。その際、本人や保護者の「どうしたいか」「ど

うありたいか」という願いや思いについても十分に確認します。 

   ｃ 中学校からの支援情報の引継ぎの活用 

  引継ぎを受け、生徒が中学校でうまくいっていた方法等の支援情報を確認します。必要に

応じて中学校と更なる情報交換を行うことも考えられます。その場合は、本人・保護者の了

解を得て行います。 

 

 (ｲ) 指導・支援の検討 

    特別に必要な指導内容や教育上の合理的配慮を含む必要な支援の内容について、総合的に検

討します。 

ａ 指導の検討 

(a) 指導目標の設定 

学習面と生活面の全体状況の中から、生徒のうまくいっている状況をさらに伸ばすこと

を主として、１年間で達成できそうな長期目標と、今後１～２か月程度で達成できそうな

短期目標を設定します。短期目標は、具体的で小さな目標とし、１つか２つに絞ります。 

   例）長期目標：見通しをもって課題の提出ができる 

     短期目標：各課題にかかる時間の見通しを持つことができる 

(b) 指導内容の検討 

   短期目標の達成に向けて、指導の手立て及び指導場面を具体的に検討します。 

① 指導の手立ての設定 

     生徒が目標を達成するために教師が行う働き掛けについて、教師を主語に考えます。 

      例）得意な教科で指名し、発言の機会をつくる 

        課題の一覧表を作成させ、取組状況を確認させる 

② 指導場面の設定 

役割分担を明確にした上で、担当者が確実に指導できる場面（時間・場所）を設定

します。 

【時間】例）国語の時間、昼休み、清掃、放課後等 

        【場所】例）教室、職員室、清掃場所、体育館等 

        【担当】例）ホームルーム担任、教科担任、学年主任、部活動顧問、養護教諭等 
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ｂ 支援の検討 

  学校生活全般において必要な支援及び指導目標を達成するために必要な支援について検討

します。基礎的環境整備の状況を確認した上で、合理的配慮について検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

【合理的配慮】 

○「合理的配慮」とは、障害のある児童生徒が、他の児童生徒と同様、公平に教育の機

会に参加することを目的として、学校の設置者及び学校が社会的障壁を除去するため

に行う「必要かつ合理的な取組（変更・調整）」のことです。 

   ・障害の特性や具体的場面・状況に応じて「個別」に必要となるもの 

   ・体制面や財政面において「過重な負担」を課さないもの 

○「合理的配慮」は、本人・保護者からの意思の表明に基づくものですが、意思の表明

がない場合でも適切な対応に努めることが大切です。 

〇合理的配慮の検討においては、本人・保護者との「建設的対話」による相互理解が求

められます。過重な負担が考えられる場合は、本人・保護者にその理由を説明し理解

を得るよう努めるとともに、代替措置の選択も含め合意形成を図ることが大切です。 

  例）聴覚過敏の生徒のために教室の机・椅子の脚に緩衝剤を付けて雑音を軽減する   

人前での発表が困難な生徒に対し、代替措置としてレポートを課す 等 
 

 ＜合理的配慮の観点 ３観点 11項目＞ 

観 点 項 目 

①教育内容・

方法 

①-１-１ 学習上又は生活上の困難を改善・克服するための配慮 

①-１-２ 学習内容の変更・調整 

①-２-１ 情報・コミュニケーション及び教材の配慮 

①-２-２ 学習機会や体験の確保 

①-２-３ 心理面・健康面の配慮 

②支援体制 ②-１    専門性のある指導体制の整備 

②-２   生徒、教職員、保護者、地域の理解啓発を図るための配慮 

②-３   災害時等の支援体制の整備 

③施設・設備 ③-１   校内環境のバリアフリー化 

③-２   発達、障害の状態及び特性等に応じた指導ができる施設・設備の配慮 

③-３   災害時等への対応に必要な施設・設備の配慮 

 

【基礎的環境整備】 

○合理的配慮の基礎となる環境整備のことです。各学校における基礎的環境整備の状況

を基に合理的配慮の検討を行います。 

  例）特別支援教育コーディネーターを中心とした支援体制、音声教材等の整備 等 
 

 ＜基礎的環境整備の観点 ８観点＞ 

 ①ネットワークの形成・連続性のある多様な学びの場の活用 

②専門性のある指導体制の確保 

③個別の教育支援計画の作成等による指導 

④教材の確保 

⑤施設・設備の整備 

⑥専門性のある教員、支援員等の人的配置 

⑦個に応じた指導や学びの場の設定等による特別な指導 

⑧交流及び共同学習の推進 
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(ｳ) 指導・支援の実施 

    個別の教育支援計画の内容を意識しながら、役割分担により、日常の指導・支援に当たりま

す。指導・支援の経過については適宜記録に残し、特に、うまくいっているところが見られた

場合には、その中からうまくいくための条件を抽出し、簡略に記録します。 

 

(ｴ) 評価・改善 

    指導・支援の結果、指導目標が達成されたかどうかを確認します。「うまくいっているところ

は広がっているか」「困難さの中でも状況がよくなっているところはないか」という視点で生徒

の学習面と生活面の全体状況を確認します。 

また、指導・支援の改善に生かすため、目標が達成された場合も、されなかった場合も、な

ぜそうなったのか、要因を考察します。そして、評価に応じて、指導・支援の改善を図ります。 

 

(3) 通級による指導 

(1)（P4）、(2)（P5）の指導・支援を十分に行った上でも、学習上・生活上の困難の改善・克服に向

けた課題が大きい生徒に対しては、本人・保護者の意向を踏まえ、通級による指導を検討すること

ができます。 

 

 ア 通級による指導とは 

「通級による指導」とは、通常の学級に在籍している障害のある生徒に対して、各教科等の大

部分の授業を通常の学級で行いながら、一部の授業※５について当該生徒の障害に応じた特別の指

導※６を特別の指導の場（通級指導教室）で行う教育形態のことです。 

なお、通級による指導で行われる「障害に応じた特別の指導」は、特別の教育課程を編成して

指導し単位認定をするという点で、通常の学級で行われる個別の指導と大きく異なります。 

 

        ＜指導・支援の全体イメージ図②＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※５ 一部の授業 

   通級による指導は、制度上、年間７単位を超えない範囲で卒業認定単位に含めることができます。 
 

※６ 障害に応じた特別の指導 

   生徒が、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するために必要な知識及び技能、

態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培うことをねらいとして行う指導のことです。

教科の遅れを取り戻すための指導ではありません。 

 
 

 
 

安心感を高める指導・支援 

通常の学級 

個別の教育支援計画を活用 

通級指導教室 

障害に応じた 
特別の指導 

特別の教育課程を編成 

※通級による指導の成果を通常の
学級における指導に反映 

指導 支援 
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 イ 対象生徒 

以下の①～③を全て満たす生徒としています。 

① 自閉症、学習障害、注意欠陥多動性障害があり（その可能性がある生徒も含む。）、「個 

別の教育支援計画」を作成し、これを活用した指導・支援が十分に行われている生徒 

② 本人及び保護者が通級による指導を希望している生徒 

    ③ 校内委員会において通級による指導の必要性が認められる生徒 

 

 ウ 教育課程上の位置付け 

   特別の教育課程を編成し、障害に応じた特別の指導を行います。選択教科・科目を通級による

指導に替えて実施する場合と、放課後等に加えて実施する場合とがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

エ 指導内容 

障害による学習上・生活上の困難を改善・克服することを目的とし、特別支援学校高等部の学

習指導要領の「自立活動※７」の内容を参考として指導内容を設定します。教科の遅れを取り戻す

ための指導ではありません。 

例）・学習上・生活上の困難を抱える生徒が、自分の得意・不得意を理解し、必要な支援を選

択したり、必要な支援について周囲に伝えたりする力を身に付ける学習 

  ・学習の手順の理解や段取りの苦手な生徒が、自分の行動の傾向を把握したり、課題に取

り組みやすい方法を身に付けたりする学習 

  ・板書の視写の苦手な生徒が、自分に合ったノート作成方法等を身に付ける学習 

 

オ 担当教員 

  生徒の在籍する高等学校の教員が通級による指導を担当します。日常の生徒理解を踏まえ、学

級担任や特別支援教育コーディネーター等と連携・協力して指導を行います。 

 

 

 

  

※７ 自立活動 

   自立活動は、特別支援学校の教育課程において特別に設けられた指導領域であり、一人一人の生徒

が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善したり克服したりしようとする

取組を促す教育活動です。自立活動の内容は、６区分 27 項目から成り立っています。 

●加える場合の例（授業時数が増加する） 

 

 

 

●替える場合の例（授業時数が増加しない） 

 

 

 
各学科に共通する 

必履修教科・科目 

（31 単位） 

 
総合的な 

探究の時間 

（３単位） 

 

選択教科・科目 
（40 単位） 

 

障害に応じた 

特別の指導 

 

特別 

活動 

授業時数 
が増加 

 
選択教科・科目 

（40 単位） 
障害に応じた
特別の指導 

 

特別 

活動 

 
各学科に共通する 

必履修教科・科目 

（31 単位） 

 
総合的な 

探究の時間 

（３単位） 
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カ 通級による指導実施の流れ 

  ●通級による指導のスケジュール例（新入生の場合） 

１年生 

４～９月 

〇通常の学級における「個別の教育支援計画」を作成・活用した指導・支援 

〇校内委員会による検討 

 ・「通級による指導」を見据えた「放課後の指導」の必要性の検討等 

〇高校教育課・特別支援教育室への連絡 

〇本人・保護者との「放課後の指導」実施についての合意形成 

10～３月 

〇「放課後の指導」実施 

〇校内委員会による検討 

 ・「放課後の指導」の検証（「通級による指導」の必要性、指導内容の検討等） 

〇本人・保護者との「通級による指導」実施についての合意形成 

２年生 ４月～ 〇「通級による指導」の実施 

 

(ｱ) 通常の学級における個別の教育支援計画を活用した指導・支援 

    まずは、通常の学級において日常の学習や生活の中で個別の教育支援計画を作成・活用した

指導・支援を行いながら、さらに実態把握を進め、通級による指導を見据えた指導を行う必要

があるかどうか検討します。 

 

  (ｲ) 放課後の指導（通級による指導を見据えた前段階の指導） 

    校内委員会により、通級による指導の必要性が考えられた生徒に対して、「放課後の指導」と

して、自立活動の内容を参考とした指導を行います。本人・保護者の同意の下、指導目標、指

導内容について本人とともに検討し、実施します。また、学期ごとに評価を行い、放課後等の

指導を終了とするか、引き続き行うか、通級による指導を行った方がよいかについても検討し

ます。 

 

  (ｳ) 通級による指導 

    校内委員会により、教育課程に位置付けて通級による指導を行う必要性があると考えられた

生徒に対して、通級による指導を行います。 

    通級による指導の実施にあたっては、さらに実態把握を進め、個別の指導計画（通級による

指導用）を作成します。そして、生徒が個別の指導計画に従い通級による指導を履修し、その

成果が個別に設定された指導目標から見て満足できると認められる場合に、単位を認定します。

また、通級による指導の成果が十分に認められた場合は、通級による指導を終了とします。 

  

 キ 通級による指導を実施する上での留意点 

通級による指導はあくまでも個別に設定された時間で行う授業であり、障害のある生徒の学び

の充実のためには、他の全ての授業においても指導方法の工夫・改善が重要となります。また、

通級による指導は、通常の学級における指導・支援との連携が大切です。通級による指導で生徒

が学んだことを日々の授業や生活の中で生かせるように、通級による指導担当教員と担任・教科

担当教員等との情報共有を図ることが大切です。  
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▶ コラム 障害の捉え方と障害者差別解消法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害の捉え方】 

○ 平成 13（2001）年に「世界保健機関」（WHO）において採択された「国際生活機能分類（ICF）」

では、障害の状態は、個人の心身の機能に規定されるだけではなく、その人の健康状態や環境等と

相互に影響し合うものと説明されています。 

○ この考え方に基づき平成 23（2011）年に改正された障害者基本法第２条では、障害者を、「心

身の機能の障害及び社会的障壁により継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける状態に

あるものをいう」としています。 

○ 例えば、この絵では、足にまひのある人が車いすで走行中に段差に遭遇し、前に進めない状況が

あります。この場合の「足のまひ」は心身の機能障害であり、「段差」のように日常生活や社会生活

を送る上で障壁となるようなものを「社会的障壁」と言います。 

 

 

 

 

 

    

  

○ この場合、段差にスロープをかけることで移動ができるようになり、困難が解消されます。この

ように、社会的障壁を取り除くことを「合理的配慮」と言います。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【障害者差別解消法】 

○ 平成 28（2016）年に施行された「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者

差別解消法）」では、全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個

性を尊重し合いながら共生する社会の実現に向け、次の２つの内容について規定されました。 
  

① 不当な差別的取扱いの禁止 

障害があることで、正当な理由なく教育の機会の提供を拒否したり、障害のない人には付さな

いような条件を付したりするような行為は、不当な差別的取扱いとして禁止されます。 

例）・障害があることを理由に受検や入学、校外教育活動等への参加を拒んだり、これらを拒ま

ない代わりに正当な理由のない条件を付したりする 

  ・試験において合理的配慮の提供を受けたことを理由に、当該試験等の結果を学習評価の対

象から除外したり、評価において差をつけたりする 
 

 ② 合理的配慮の提供 →７ページ 

   障害のある児童生徒やその保護者から、社会的障壁を取り除くために何らかの対応を必要とし

ているとの意思が伝えられた時に、負担が重すぎない範囲で対応することです。 

  例）・移動に困難のある生徒のために、授業で使用する教室を利用しやすい場所に変更する 

    ・読み・書き等に困難がある生徒のために、授業や試験でのタブレット端末等の ICT 機器の

使用を許可したり、筆記に替えて口頭試問による学習評価を行ったりする 
 

〔参考〕栃木県教育委員会における障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応要領 

    https://www.pref.tochigi.lg.jp/m01/keikaku/kyouitaiouyouryou.html 

機能障害 

社会的障壁 
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事 例  編 

１ 全ての生徒に対する安心感を高める指導・支援            

(1) 学習面 

分かりやすい授業づくり 

 全ての生徒が授業に参加できるようにするために、次のような取組が考えられます。 

 

 

一人一人を認める 

 

生徒同士の 

関係をつなぐ 

 

全体と部分の構造を 

明確にする 

 

情報を 

取り入れやすくする 

授業中のかかわり 

・生徒の発言を肯定

的に受け止める 

・机間指導で生徒の

活動を確認し、声を

掛ける 

・努力の過程などの

具体的な場面を評

価する 

理解度に応じた対応 

・一人一人の理解度

を確認しながら授

業を進める 

・生徒の解答できる

問題で指名する 

授業の雰囲気づくり 

・助けを求めたり間

違ったりできる雰

囲気をつくる 

意見の交換・共有 

・ペアワーク、グルー

プワークにより、

生徒同士が学び合

う機会を設定する 

・個別の活動後、意見

交換の時間を取る 

・黒板に生徒の意見

を書き出し、共有

しやすくする 

板書の工夫 

・めあてや活動の手

順、時間を板書し、

見通しを持たせる 

・全体の流れに磁石

を置き、現在の学

習の位置を示す 

タイマーの活用 

・活動時間の区切り

を明確にする 

課題の設定 

・スモールステップ

で課題を設定し、

到達地点が把握で

きるようにする 

板書の工夫 

・板書量を調整し、

チョークの色使

いを統一する 

・重要事項は色チョ

ークで囲む 

ＩＣＴ機器の活用 

・電子黒板等により

視覚・聴覚に働き

かける 

教室環境の整備 

・教室前面の掲示物

等を必要最小限

にする 

 

テストの問題用紙・解答用紙の改善 

 全ての生徒が情報を取り入れやすくするとともに、解答の記入ミスを防ぐために、文字の大きさや

フォント、行間の確保やレイアウトを調整することなどが考えられます。 

 

 

分かりやすい環境を整える 認め合う関係を育む 



13 

 

 (2) 生活面 

生活しやすい環境づくり 

 全ての生徒が落ち着いて生活できるようにするために、次のような取組が考えられます。 

 

 

 

講演会の開催による理解啓発 

全ての生徒が自己理解や他者理解を深めることができるようにするために、講演会の開催なども考

えられます。 

テーマ例 主な内容 

共生社会を生きるために ・多様な在り方を受け入れること 

「多様性」を生かす社会へ 

～相手を知ること・自分を

知ること～ 

・多様性のある社会を作る上で、互いに歩み寄ること 

・自分の得意なことを生かしながら、苦手なことと折り合いをつけ

ること 

「進路」について考える ・自分の好きなこと、得意なこと、苦手なこと等、自分を多面的に

知ること 

・援助要請の力を身に付けること 

・多様な人々が共に生きる社会で、それぞれの個性を生かして社会

をつくっていくこと 

 

 

 

一人一人を認める 

 

生徒同士の 

関係をつなぐ 

 

全体と部分の構造を 

明確にする 

 

情報を 

取り入れやすくする 

挨拶・声掛け 

・廊下等ですれ違う

際に、生徒の名前を

呼んだり、一言添え

たりする 

・生徒の登校時に、教

員が昇降口等で出

迎える 

会話 

・面談の機会を設定

し一人一人と話を

する 

・生徒の好みや趣味

に応じた話をする 

活躍の場面づくり 

・学校行事等におい

て得意なことを生

かして活躍できる

場面を設ける 

学級の雰囲気づくり 

・助けを求めたり失

敗したりできる雰

囲気をつくる 

協力する場面づくり 

・係活動や部活動で

役割を任せ、生徒

同士が協力して物

事に取り組む場面

を設ける 

活躍の姿の紹介 

・ＬＨＲや学級通信

などを活用し、生

徒の活躍の姿を紹

介する 

見通しの設定 

・年間行事、月間行

事、週間行事を掲

示（配布）する 

・行事までの日程

や、事前にやるべ

き取組、期限など

を示す 

・各分担区における

清掃や、各委員会

活動等の役割分担

を示す 

教室環境の整備 

・連絡事項を小さな

ホワイトボード

に示す 

・黒板周辺の掲示物

を厳選し、全校で

統一する 

・ゴミ箱の表示につ

いて、「燃えるご

みは赤シール」な

ど全校で統一し、

視覚的に把握し

やすくする 

分かりやすい環境を整える 認め合う関係を育む 
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２ 通常の学級における指導・支援                  

 

 

【生徒の実態】 

・真面目で何事にも一生懸命に取り組み、得意な英語には、特に意欲的に取り組んでいる。 

・集団生活において、場に応じた声の大きさで話すことや順番を守ることが苦手だが、教員の声

掛けにより、自分の状況に気付くことができる。 

・初めての場面や不明確な指示では何をしていいか分からず、不安感からすぐ発言や質問をする

が、見通しが持てたり指示が理解できたりすれば自ら行動することができる。 

【本人・保護者の願い】 

本 人 大学に進学し、留学生とも交流したい。 

保護者 大学に進学後、社会に出て多くの人と関わりながら自立して生活してほしい。 

通常の学級における指導・支援（１～３年） 

【長期指導目標】 

１年 学校生活におけるルールを意識して生活することができる。 

２年 不安になった時の対処法を身に付けることができる。 

３年 自分に合った進路先を選択し、進路先への引継ぎに主体的に関わることができる。 

【指導・支援】 

 本人の取組 指導・支援の内容 取組状況・生徒の変容 

１ 

年 

①自分の言動の特徴を

知り、目標を考える。 

○面談等において、うまくいっていること

を認めつつ、学習や生活上の困難な状況

について振り返らせる。 

○Ａの思いや言動の背景を言語化できる

よう、質問しながら考えを整理させる。 

○学期ごとの目標を自分の言葉で考えら

れるよう支援する。 

・自分の言動の良かった

点や改善点について、

自ら気付くことが多く

なった。 

・設定した目標を養護教

諭に伝え、目標達成に

向けた意欲を持つこと

ができた。 

②学校生活のルール

（順番を守る、場に

応じた声の大きさ

等）を意識して生活

する。 

○ルールを提示し、意識させる。 

・ペアワークやグループワークのルー

ルの明確化（全体への周知） 

 ・声のものさしによる意識化（ペアで

の話合いは「２」、クラスでの発表は

「４」など声量を数値化し、場に応

じた声の大きさを意識させる） 

○ルールに気付いてほしいときのサイン

を決めておき、合図をすることで、Ａ

の気付きを促す。 

○ルールが守れなかった時は、時間を空

けず、休み時間等に振り返る機会を設

ける。 

・自分で声量がどれくら

いなのかを意識するこ

とができるようになっ

た。 

・教員の話を遮って質問

するとクラスメイトが

困ることなどに気付く

ことができた。 

・授業やＨＲにおいて、

教員やクラスメイトの

話が終わってから質問

や発言ができるように

なった。 

事例１：集団生活における困難さが見られるＡさんへの指導・支援 
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２ 

年 

③不安になった時の対

処法を身に付ける。 

○初めての場面や指示内容が分からない

時など、不安になる場面について具体

的に確認させる。 

○不安を軽減する方法を一緒に考える。 

○対処法について練習の機会を設ける。 

・「困ったら教員に尋ね

る」等の対処法を知り

尋ね方の練習をしたこ

とで、初めての場面で

も安心して参加するこ

とができた。 

３ 

年 

④自分に合った進路選

択を行う。 

○興味関心のある学科選択に加え、通学

方法や大学の支援体制等についても情

報を収集し、提供する。 

○自分で進学先について検討することが

できるよう、情報の収集方法等につい

て教える。 

○オープンキャンパスへの参加について

促す。 

・オープンキャンパスに

参加するなどして大学

の支援体制等について

確認した。 

・学びたい内容と支援体

制の両面から総合的に

判断して志望学科を決

めることができた。 

⑤必要な支援を進路

先に伝えられるよ

うにする。 

〇個別の教育支援計画を作成する段階で

卒業時の引継ぎについて本人・保護者

の同意を得る。 

〇日頃から支援を受けてできることの大

切さについて理解を図る。 

〇進路決定後、本人・保護者とともに引

継書を作成し、進路先への引継ぎを実

施する。 

・引継書の作成に当たっ

て日頃の支援を振り返

り、進学先で必要な支

援について考えること

ができた。 

校内支援体制 

【生徒の変容】 

○校内委員会での検討・評価 

 ・実態把握、指導・支援の内容の検討、指導・支援の見直し、評価 等 

○校内の主な役割分担 

・ＨＲ担任・副担任：本人への指導・支援の実施、保護者との面談 等 

・特別支援教育コーディネーター：校内委員会の開催、校内の調整、指導・支援の見直し 等 

・養護教諭：各学期の目標を聞く等の指導・支援のサポート、本人に係る情報の収集 等 

・進路指導主事：進路に係る指導助言、支援情報の引継ぎ 等 

○関係機関等との連携 

・中学校との連携：入学前に支援情報の引継ぎを受け、入学後も本人・保護者了解の下、情報 

共有を行った。 

・特別支援学校のセンター的機能の活用：実態把握に係る助言や、「声のものさし」等の指導の 

助言を得た。 

Ａは、担任やクラスメイトとの温かい人間関係の中で、得意なことを伸ばしながら、苦手なこ

とについても自分なりの対処法を身に付けることができた。 

進路先への引継ぎについては、本人・保護者が担任とともに大学に出向いて行った。入学後早

期にお願いしたい支援事項や高校生活でうまくいった方法について伝えたことで、Ａは大学進学

という大きな環境の変化にも適応することができた。 
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３ 通級による指導                   

 

 

【生徒の実態】 

・板書の書き写しが苦手で時間がかかり書き間違いも多いが、書くことに前向きで、写し終わら

ないときは友達にノートを借りるなどの努力している。 

・スケジュール管理が苦手で課題等を提出できないことがあるが、担当教員に伝えることができる。 

・指示や説明等の情報を正確に伝えることは難しいが、自分の興味・関心の高い話題については

教員や友人に積極的に話すことができる。 

【本人・保護者の願い】 

本 人 課題をきちんと提出したい。専門学校に進学したい。 

保護者 学校からの連絡事項を理解して伝えられるようになってほしい。 

通常の学級における指導・支援（１年 ４月～10月） 

【長期指導目標】 

ノートや課題を提出できる回数が増える。 

【指導・支援】 

本人の取組 指導・支援の内容 取組状況・生徒の変容 

①必要最小限の書き

写しを行う。 

○書く量を調整し、必ず書き写してほしい

箇所は黄色のチョークで板書する。 

・努力したが、書写への抵

抗が大きかった。 

②メモの取り方を知

り、メモを活用して

生活する。 

○メモ帳を用いたメモの取り方を教える。 

○担任や教科担任がメモを取ってほしい内

容について具体的に伝える。 

○重要な連絡はメモにして渡す。 

・指示によりメモを書く

が、自らメモを取ったり

メモを活用したりするこ

とが難しかった。 

■「放課後の指導」の検討 

・Ｂが努力している様子は見られたが、ノートや課題の提出状況に改善が見られなかった。困難

さを改善したいというＢの意思を確認し、自分に合った書き方やスケジュール管理の方法につ

いて学ぶために通級による指導を見据えた「放課後の指導」を行うこととした。 

放課後の指導（１年 11 月～３月） 

【指導内容】（１年 11月～３月） 

学習内容 指導上の留意点 取組状況・生徒の変容 

③書写についての自

身の特徴を知り、

書きやすい方法を

知る。 

○Ｂの好きなジャンルの文章を扱い、実際

に書写をさせながら、様々な視点から気

付かせる。（マス目の有無や文字の大き

さ、横書きと縦書き、書写の速度、筆記

用具の持ち方等） 

・書写の特徴について気付

くことができた。 

・文字を書くことへの抵抗

が減り、ノートや課題の

提出状況が改善した。 

■「通級による指導」の検討 

・「放課後の指導」により文字を書く困難さの改善が見られ、学習にも意欲的に取り組めるように

なってきたことから、２年生から「通級による指導」として指導を行うこととした。 

通級による指導（２年） 

【長期指導目標】 

スケジュール管理など、必要な情報を整理することができる。 

事例２：書くことやスケジュール管理が苦手なＢさんへの指導・支援 
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【指導内容】 

学習内容 指導上の留意点 取組状況・生徒の変容 

④メモの取り方を学

ぶ。 

○ワークシートを活用し、情報の整理の仕方

を学ばせる。 

○日常生活でもメモを取るよう促す。 

・連絡事項についてメモを

取る方法を身に付けるこ

とができた。 

⑤スケジュール管理

の方法を身に付け

る。 

○行動にかかる時間を可視化させる。 

○スケジュール帳に見やすく書く方法を確認

させる。 

○スケジュール確認の方法を考えさせる。 

・逆算して行動することを

理解できた。 

・就寝前のスケジュール確

認が習慣化できた。 

■「通級による指導」継続の検討 

・進路実現に向けた不安が大きいことから、３年生でも「通級による指導」を継続することとした。 

通級による指導（３年） 

【長期指導目標】 

自分に合った進路先を選択し、進路先への引継ぎに主体的にかかわることができる。 

【指導内容】 

学習内容 指導上の留意点 取組状況・生徒の変容 

⑥進路に関する不安

への対処法を知

る。 

○専門学校への進学を実現するために必要

な力について考えさせる。 

○不安について対話を通して言語化させる。 

・専門学校に進学した時の不

安とその対応について具体

的に考えることができた。 

⑦必要な支援を進路

先に伝えられるよ

うにする。 

〇進路先において想定される困難や必要な

支援について具体的に考えさせる。 

〇進路決定後、本人・保護者とともに引継書

を作成し、進路先への引継ぎを実施する。 

・進路先で想定される困難

や必要な支援について、

具体的に考えることがで

きた。 

校内支援体制 

○校内委員会での検討・評価 

 ・放課後の指導や通級による指導実施の検討、指導内容の検討、指導の見直し、評価 等 

○通級による指導に係る主な役割分担（通常の学級との連携） 

・通級担当教員：通級による指導の実施、ＨＲ担任や教科担任等への報告、連絡 等 

・教科担任が、ノート確認時、板書が写せたことや丁寧に書けていることを認める。 

・メモを取る習慣が定着するよう、担任や教科担当者が声掛けをする。 

・スケジュール帳の活用ができているか、担任が確認する。（保護者への協力依頼） 

・特別支援教育コーディネーター：校内委員会の開催、通級による指導に係る調整 等 

・進路指導主事：進路に係る指導助言、支援情報の引継ぎ 等 

○関係機関との連携 

・中学校との連携：入学前に支援情報の引継ぎを受け、入学後も本人・保護者了解の下、情報 

共有を行った。 

・特別支援学校のセンター的機能の活用：実態把握や個別の指導計画作成に係る助言を得た。 

【生徒の変容等】 

・Ｂは、書写への抵抗が少なくなり、スケジュール管理ができるようになったことで、期限内に

提出できる課題が少しずつ増えていった。また、自信がついたことで教室での表情も明るく、

活発さが増した。さらに、困ったときに誰にどのように相談したらよいかを考え、進学先への

引継ぎにおいても、支援してほしい内容について自分の言葉で伝えることができた。 
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【生徒の実態】 

・友達と良好な関係を築きたい思いがあるが、物事を否定的にとらえる傾向があり、人との関わ

りに自信が持てず、教室では一人でいることが多い。 

・自分の気持ちがうまく表出できず、戸惑いが強くなると動けなくなってしまうことがあるが、

十分に待つと、落ち着いて話をすることができる。 

・自分の気持ちや考えはしっかり持っているが、言葉に表すことが難しい。 

【本人・保護者の願い】 

本 人 友達と話をすることができるようになりたい。 

保護者 安心して学校生活を送ってほしい。 

通常の学級における指導・支援（１年 ４月～８月） 

【長期指導目標】 

困ったことがあったときに自分から相談することができる。 

【指導・支援】 

本人の取組 指導・支援の内容 取組状況・生徒の変容 

①困っていることを担

任に伝える。 

○面談により話す機会を設け、担任に話し

かけやすい環境を作る。 

○表情の変化等に応じて声掛けをする。 

・担任のところに来ることは

できたが自分の状況等を伝

えることはできなかった。 

②クラスの生徒と話せ

そうな場面で話をし

てみる。 

○休み時間等に担任がさりげなく話し掛

け、周囲の生徒と会話の機会をつくる。 

○グループ学習でやりとりを支援する。 

・担任等が介入した場面で

は、少し話をすることが

できた。 

■「放課後の指導」の検討 

・Ｃは漠然とした不安を感じることが多く、それを適切に言葉で伝えることができず、動けなく

なってしまうことがある。課題を提出できなかったことがきっかけとなり、必要なことをきち

んと伝えられるようになりたいという思いから、通級による指導を見据えた「放課後の指導」

を行うこととなった。 

放課後の指導（１年 ９月～３月） 

【指導内容】 

学習内容 指導上の留意点 取組状況・生徒の変容 

③学校生活や対人関係

について、自分を多

面的に理解する。 

○質問を交えながら、学校生活や趣味等

について話すよう促す。（特にうまく

いっていることに焦点を当てる。） 

○友達との会話において、うまくいった

とき、うまくいかなかったときについ

て具体的に振り返らせる。 

・趣味や頑張っていることに

ついて自信をもって話す

ことができた。 

・学校外の友達と良好な関係

を築いていることを確認

できた。 

■「通級による指導」の検討 

・「放課後の指導」により自己理解が進み、自身を肯定的に捉える場面が増えてきた。また、担任

に困っていることを伝える機会も増えてきたことから、２年生から「通級による指導」として

引き続き指導を行うこととした。 

 

事例３：友達との関係づくりが苦手なＣさんへの指導・支援 
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通級による指導（２年） 

【長期指導目標】 

話しやすいクラスメイトに自分の気持ちや考えを伝えることができる。 

【指導内容】 

学習内容 指導上の留意点 取組状況・生徒の変容 

③コミュニケーショ

ンの方法について

学ぶ。 

○友達に話しかける場面を設定し、距離の

取り方や話題、話し方等を考えさせる。 

○会話の中で自分と異なる意見が出たとき

の対応について考えさせる。 

・友達と話したいという気持

ちが強くなった。 

・クラスメイトに声を掛け、

話をすることができた。 

④不安になったとき

の対処法を考え

る。 

○学習面や生活面の不安な出来事につい

て、その気持ちや行動を振り返らせる。 

○不安のメカニズムについて説明し、不安

への対処法について考えさせる。 

・不安な気持ちは永続しない

ことを確認できた。 

・相談により不安が軽減でき

ることに気付いた。 

■「通級による指導」継続の検討 

・クラスメイトに声を掛けたり共通の趣味を持つ生徒と談笑したりすることができるようになり、

その成果が個別に設定された指導目標からみて満足できると認められたことから、通級による指

導は終了とし、通常の学級において個別の指導を継続することとした。 

通常の学級における指導・支援（３年） 

【長期指導目標】 

自分に合った進路先を選択し、進路先への引継ぎに主体的にかかわることができる。 

【指導・支援】 

本人の取組 指導・支援の内容 取組状況・生徒の変容 

⑤必要な支援を進路

先に伝えられるよ

うにする。 

○友人との関係づくりを見守り必要に応じ

て介入するなどの支援を継続する。 

○進路先で想定される困難や必要な支援に

ついて考えさせ、引継書を作成する。 

・進路先での他者とのかかわ

りや必要な支援について考

えることができた。 

校内支援体制 

○校内委員会での検討・評価 

 ・放課後の指導や通級による指導実施の検討、指導内容の検討、指導の見直し、評価 等 

○通級による指導に係る主な役割分担（通常の学級との連携） 

・通級担当教員：通級による指導の実施、担任や教科担任等への報告、連絡 等 

・担任や教科担任は、Ｃが自分の気持ちを伝えられたとき肯定的に受け止める。 

・担任は、友人との関係づくりを見守り、必要に応じて関係をつなぐ。 

・特別支援教育コーディネーター：校内委員会の開催、通級による指導に係る調整 等 

・進路指導主事：進路に係る指導助言、支援情報の引継ぎ 等 

○関係機関との連携 

・中学校との連携：入学前に支援情報の引継ぎを受け、入学後も本人・保護者了解の下、情報 

共有を行った。 

・特別支援学校のセンター的機能の活用：実態把握や個別の指導計画作成に係る助言を得た。 

【生徒の変容等】 

・Ｃは、自身のうまくできている関わりなどに気付き、自信が醸成されたことで、自分からクラ

スメイトに関わることができるようになった。また、不安になったときにどうすればよいかを

具体的に考えることで、安心して物事に取り組めるようになった。 
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資 料 編 
 

高等学校学習指導要領 

第４ 生徒の発達の支援 

２ 特別な配慮を必要とする生徒への指導  

(1) 障害のある生徒などへの指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 障害のある生徒などについては、特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ、個々の生徒

の障害の状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を組織的かつ計画的に行うものとする。 

イ 障害のある生徒に対して、学校教育法施行規則第 140 条の規定に基づき、特別の教育課程

を編成し、障害に応じた特別の指導（以下「通級による指導」という。）を行う場合には、学

校教育法施行規則第 129 条の規定により定める現行の特別支援学校高等部学習指導要領第６

章に示す自立活動の内容を参考とし、具体的な目標や内容を定め、指導を行うものとする。そ

の際、通級による指導が効果的に行われるよう、各教科・科目等と通級による指導との関連を

図るなど、教師間の連携に努めるものとする。 

  なお、通級による指導における単位の修得の認定については、次のとおりとする。 

（ｱ） 学校においては、生徒が学校の定める個別の指導計画に従って通級による指導を履修し、

その成果が個別に設定された指導目標からみて満足できると認められる場合には、当該学校

の単位を修得したことを認定しなければならない。 

（ｲ） 学校においては、生徒が通級による指導を２以上の年次にわたって履修したときは、各年

次ごとに当該学校の単位を修得したことを認定することを原則とする。ただし、年度途中か

ら通級による指導を開始するなど、特定の年度における授業時数が、１単位として計算する

標準の単位時間に満たない場合は、次年度以降に通級による指導の時間を設定し、２以上の

年次にわたる授業時数を合算して単位の修得の認定を行うことができる。また、単位の修得

の認定を学期の区分ごとに行うことができる。 

ウ 障害のある生徒などについては、家庭、地域及び医療や福祉、保健、労働等の業務を行う関

係機関との連携を図り、長期的な視点で生徒への教育的支援を行うために、個別の教育支援計

画を作成し活用することに努めるとともに、各教科・科目等の指導に当たって、個々の生徒の

実態を的確に把握し、個別の指導計画を作成し活用することに努めるものとする。特に、通級

による指導を受ける生徒については、個々の生徒の障害の状態等の実態を的確に把握し、個別

の教育支援計画や個別の指導計画を作成し、効果的に活用するものとする。 
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各教科等における個々の生徒の困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫 

 

 高等学校学習指導要領解説において、下記のことが示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 ここでは、高等学校学習指導要領解説（各教科等）に記されている「困難さ」「指導上の工夫の意図」「手立て」に

ついてまとめて示していますので、各学校において指導の際の参考としてください。 

 

１ 共通教科 

 (1) 国語科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・自分の立場以外の視点で考えたり

他者の感情を理解したりするのが

困難な場合 

・文章に表れている心情やその変

化等が分かる 

・生徒が身近に感じられる文章（例え

ば、同年代の主人公の物語など）を取

り上げ、行動の描写や会話文に含ま

れている気持ちがよく伝わってくる

語句等に気付かせたり、心情の移り

変わりが分かる文章の中のキーワー

ドを示したり、心情の変化を図や矢

印などで視覚的に分かるように示し

てから言葉で表現させたりする 

・比較的長い文章を書くなど、一定

量の文字を書くことが困難な場合 

・文字を書く負担を軽減する ・手書きだけではなくＩＣＴ機器を使っ

て文章を書くことができるようにする 

・声を出して発表することに困難が

ある場合や人前で話すことへの不

安を抱いている場合 

・自分の考えを表すことに対する

自信がもてる 

・紙やホワイトボードに書いたものを

提示したりＩＣＴ機器を活用した

りして発表するなど、多様な表現方

法が選択できるように工夫する 

 

(2) 地理歴史科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・地図等の資料から必要な情報を見

付け出したり、読み取ったりする

ことが困難な場合 

・読み取りやすくする ・地図等の情報を拡大したり、見る範

囲を限定したりして、掲載されてい

る情報を精選し、視点を明確にする 

・社会的事象等に興味・関心がもて

ない場合 

・社会的事象等の意味を理解しや

すくするため、社会の動きと身

近な生活がつながっていること

を実感できる 

・特別活動などとの関連付けなどを通

して、実際的な体験を取り入れ、学

習の順序を分かりやすく説明し、安

心して学習できるようにする 

・学習過程における動機付けの場面

において学習上の課題を見いだす

ことが難しい場合 

・社会的事象等を読み取りやすく

する 

・写真などの資料や発問を工夫する 

・方向付けの場面において、予想を

立てることが困難な場合 

・見通しがもてる ・ヒントになる事実をカード等に整理

して示し、学習順序を考えられるよ

うにする 

障害のある生徒などの指導に当たっては、個々の生徒によって、 

・見えにくさ        ・聞こえにくさ  ・道具の操作の困難  ・移動上の制約  

 ・健康面や安全面での制約  ・発音のしにくさ ・心理的な不安定   ・人間関係形成の困難さ 

 ・読み書きや計算等の困難さ ・注意の集中を持続することが苦手であること など、 

学習活動を行う場合に生じる困難さが異なることに留意し、個々の生徒の困難さに応じた指導内容や指導方法

を工夫する 
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・情報収集や考察、まとめの場面に

おいて、どの観点で考えるのか難

しい場合 

 ・ヒントが記入されているワークシー

トを作成する 

 

(3) 公民科 ※地理歴史科参照 

 

(4) 数学科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・文章を読み取り、数量の関係を文

字式を用いて表すことが難しい場

合 

・生徒が数量の関係をイメージで

きる 

・生徒の経験に基づいた場面や興味の

ある題材を取り上げ、解決に必要な

情報に注目できるよう印を付けさ

せたり、場面を図式化したりする 

・空間図形のもつ性質を理解するこ

とが難しい場合 

・空間における直線や平面の位置

関係をイメージできる 

・立体模型で特徴のある部分を触らせ

るなどしながら、言葉でその特徴を

説明したり、見取図や投影図と見比

べて位置関係を把握したりする 

 

(5) 理科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・実験を行う活動において、実験の

手順や方法を理解することが困難

である場合 

・見通しがもてる ・実験の操作手順を具体的に明示した

り、扱いやすい実験器具を用いたり

する 

・燃焼実験のように危険を伴う学習

活動 

 ・教師が確実に様子を把握できる場所

で活動させる 

 

(6) 保健体育 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・見えにくさのため活動に制限があ

る場合 

・不安を軽減したり安全に実施し

たりすることができる 

・活動場所や動きを事前に確認した

り、仲間同士で声を掛け合う方法を

事前に決めたり、音が出る用具を使

用したりする 

・身体の動きに制約があり、活動に

制限がある場合 

・生徒の実情に応じて仲間と積極

的に活動できる 

・用具やルールの変更を行ったり、そ

れらの変更について仲間と話し合

う活動を行ったり、必要に応じて補

助用具の活用を図ったりする 

・リズムやタイミングに合わせて動

くことや複雑な動きをすること、

ボールや用具の操作等が難しい場

合 

・動きを理解したり、自ら積極的に

動いたりすることができる 

・動きを視覚的又は言語情報に変更し

たり簡素化したりして提示する、動

かす体の部位を意識させる、操作が

易しい用具の使用や用具の大きさ

を工夫したりする 

・試合や記録測定、発表などの状況

の変化への対応が求められる学習

活動への参加が難しい場合 

・生徒の実情に応じて状況の変化

に対応できる 

・挑戦することを認め合う雰囲気づく

りに配慮したり、ルールの弾力化や

場面設定の簡略化を図ったりする 

・日常生活とは異なる環境での活動

が難しい場合 

・不安を解消できる ・学習の順序や具体的な内容を段階的

に説明する 

・対人関係への不安が強く、他者の

体に直接触れることが難しい場合 

・仲間とともに活動することがで

きる 

・ロープやタオルなどの補助用具を用

いる 
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・自分の力をコントロールすること

が難しい場合 

・状況に応じて力のコントロール

ができる 

・力の出し方を視覚化したり、力の入

れ方を数値化したりする 

・勝ち負けや記録にこだわり過ぎ

て、感情をコントロールすること

が難しい場合 

・状況に応じて感情がコントロー

ルできる 

・事前に活動の見通しを立てたり、勝

ったときや負けたとき等の感情の

表し方について確認したりする 

・グループでの準備や役割分担が難

しい場合 

・準備の必要性やチームで果たす

役割の意味について理解するこ

とができる 

・準備や役割分担の視覚的な明示や生

徒の実情に応じて取り組むことが

できる役割から段階的に取り組ま

せる 

・保健の学習で、実習などの学習活

動に参加することが難しい場合 

・実習の手順や方法が理解できる ・実習の手順や方法を視覚的に示した

り、一つ一つの技能を個別に指導し

たりする 

 

(7) 芸術科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・音楽において、音楽を形づくって

いる要素（音色、リズム、速度、

旋律、テクスチュア、強弱、形式、

構成など）を知覚することが難し

い場合 

・要素に着目しやすくできる ・音楽に合わせて一緒に拍を打ったり

体を動かしたりするなどして、要素

の表れ方を視覚化、動作化する（動

作化する際は、決められた動きのパ

ターンを習得するような活動にな

らないよう留意する） 

・美術において、形や色彩、材料な

どの変化を見分けたり、微妙な変

化を感じ取ったりすることが難し

い場合 

 ・生徒の実態やこれまでの経験に応じ

て、造形の要素の特徴や働きが分か

りやすいものを例示する 

・主題に応じて一人一人が自分に

合ったものが選べる 

・多様な材料や用具を用意したり種類

や数を絞ったりする 

・工芸において、形や色彩、素材な

どの変化を見分けたり、微妙な変

化を感じ取ったりすることが難し

い場合 

 ・生徒の実態やこれまでの経験に応じ

て、造形の要素の特徴や働きが分か

りやすいものを用意して実際に触

れてみたり使ってみたりする 

・目的や条件、機能などに応じて一

人一人が自分に合ったものが選

べる 

・いくつかの材料や用具を用意したり

種類や数を絞ったりする 

・書道において、自らの意図にふさ

わしい用具・用材の選択や扱い方

を理解することや、書を構成する

複数の要素を結び付けて考えた

り、再現する手順を考えたりする

ことが難しい場合 

・主体的に思考、判断しながら学習

を進められる 

・用具・用材を体験的に使用する機会

を設けたり、書を構成する要素をグ

ループ分けや優先順位を付けて示

したりする 

 

(8) 英語科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・（英語の語には、発音と綴りの関係

に必ずしも規則性があるとは限ら

ないものが多く）明確な規則にこ

だわって強い不安や抵抗感を抱い

てしまう生徒の場合 

・ねらいに沿って安心して取り組

める 

・語を書いたり発音したりすることを

ねらいとする活動では、その場で発

音することを求めないようにする 

・安心して発音できる ・似た規則の語を選んで扱うようにす

る 
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(9) 家庭科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・作業に見通しをもつことが難しい

場合 

・調理や被服製作などの完成まで

の過程の順番が分かる 

・写真やイラスト、実物や標本などを

用いて、具体的に示す 

・作業を行う際に注意に集中でき

る 

・指示を一つずつ出すなどわかりやす

い指示を心がけるとともに、適切な

時間を設定する 

・作業を安全かつ円滑に進められ

る 

・実習室等の学習環境の整備につい

て、例えば調理器具や食器などの収

納場所をイラストや写真等で示し

たり、可燃物と不燃物のゴミ箱を色

分けしたりするなど視覚的な工夫

をする 

・集団場面での口頭による指示や理

解が難しい場合 

・包丁、アイロン、ミシンなどの使

用に際して、事故を防止する方

法を理解できる 

・全体での指導を行った後、個別に指

導する 

 

(10) 情報科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・コンピュータ等の画面が見えにく

い場合 

・情報を的確に取得できる ・文字を拡大したり、フォントを変更

したり、文字と背景の色を調整した

りする 

・コンピュータ等の発する音が聞き

取りにくい場合 

・情報を的確に取得できる ・音の代わりに光や振動、画面上の表

示で伝えたり、スピーカーを適切な

位置に設置したり、音量の調整やヘ

ッドホンの使用などの配慮をする 

・キーボードによる文字入力やマウ

ス操作等の動作に困難がある場合 

・コンピュータ等の操作が可能と

なる 

・レバー操作型のコントローラーなど

の入力手段を使えるようにする 

・コンピュータ等の画面上の文字を

目で追って読むことに困難がある

場合 

・どこを読んでいるのかが分かる ・読んでいる箇所をハイライト表示や

反転表示する 

・コンピュータ等を扱いながら、指

示を聞くことに困難がある場合 

・同時に二つの作業が重なること

がない 

・まずは手を止めるよう指示をしてか

ら次の話をする 

・集中して学習を継続することが難

しい場合 

・見通しをもって学習に取り組め

る 

・学習活動の手順を視覚化して明示し

たり、スモールステップで学習を展

開できるようにしたりする 

・自ら問題解決の計画を立てたり設

計したりすることが難しい場合 

・生徒が学習に取り組みやすくな

る 

・あらかじめ用意した計画や設計から

生徒が選択したり、それらの一部を

改良する課題に取り組めるように

したりするなど段階的な指導を行

う 

 

(11) 理数科 ※数学科及び理科参照 
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２ 専門教科 

(1) 農業科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・実験・実習の全体像を把握できな

いなど学習活動への参加が困難な

場合 

・学習の見通しをもてる ・資料等で示す 

・手順や方法の理解を促す ・実物を明示したり、実際の作業を例

示したりするなど、全体の流れの中

で、この作業にはどのような役割が

あり、どのようにつながっているか

など具体的に示す 

・機器の操作、薬品の使用などに伴

う安全面の留意事項について、集

団の場面での口頭による指示の理

解が困難な場合 

・事故を防止する方法を理解しや

すくする 

・全体での指導を行った上で、個別に

指導をしたり、実際の動作で示した

りする 

 

(2) 工業科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・実験・実習の全体像を俯瞰できな

いなど学習活動への参加が困難な

場合 

・学習の見通しをもてるようにす

る 

・実験・実習の手順や方法の視覚的な

明示や、全体の流れの中で何を学習

しているのかを示すなどの配慮を

行う 

・機械や装置類の操作、毒物及び劇

物などの各種薬品や薬剤、可燃物

の使用に際しては、安全面などの

留意点について、集団場面での口

頭による指示の理解が困難な場合 

・事故を防止する方法を理解しや

すくする 

・全体での指導を行った上で、個別に

指導を行うこと、実際に動作で示す

ことなど配慮する 

 

(3) 商業科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・実習において、その手順や方法を

理解することが困難である場合 

・見通しがもてる ・手順や方法を具体的に明示する 

・グループで活動することが難しい

場合 

 ・他の生徒と協力する具体的な内容を

明確にして役割分担するとともに、

役割を果たすことができたかを振

り返ることができるようにする 

 

(4) 水産科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・実験・実習の全体像を俯瞰できな

いなど学習活動への参加が困難な

場合 

・学習の見通しをもてる ・実験・実習の手順や方法を視覚的に

明示したり、全体の流れの中で今ど

こを学習しているのかを示したり

する（海洋や河川、湖沼などで実施

する実習は天候や海況等の変化に

伴う影響が考えられることから、見

やすさ、聞き取りやすさなどへの十

分な配慮が必要） 
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・機器の操作、薬品や可燃物の使用

などに伴う安全面の留意点につい

て、集団場面での口頭による指示

の理解が困難な場合 

・事故を防止する方法を理解しや

すくする 

・全体での指導を行った上で個別に指

導を行ったり、実際に動作で示した

りする 

 

(5) 家庭科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・調理や被服製作などの実験・実習

の全体像を俯瞰することが困難な

場合 

・学習の見通しをもてる ・活動をはじめる前に、その内容や手

順を説明して、安心して取り組める

ようにする 

・手順や方法を写真やイラスト、実物

や標本など視覚的に示すとともに、

指示を一つずつ出すなどわかりや

すい指示を心がける 

・集団場面での口頭による指示や理

解が難しい場合 

・包丁、アイロン、ミシン、薬品な

どの使用に際して、事故を防止

する方法を理解できる 

・全体での指導を行った後、個別に声

かけをして指導する 

・集団の中で学習することが困難な

場合 

・安心して授業に取り組める ・無理のない形で段階的にグループ学

習から、徐々に時間を増やしていく 

 

(6) 情報科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・コンピュータ等の画面が見えにく

い場合 

・情報を的確に取得できる ・生徒の見え方に応じて、フォントを

適切に選択したり、拡大したり、文

字と背景の色を調整したりする 

・コンピュータ等の発する音が聞き

とりにくい場合 

・情報を的確に取得できる ・音の代わりに光や振動、画面上の表

示で伝えたり、スピーカーを適切な

位置に設置したり、音量の調整やヘ

ッドホンの使用したりする 

・キーボードによる文字入力やマウ

ス操作等の動作に困難がある場合 

・コンピュータ等の操作が可能と

なる 

・レバー操作型のコントローラなどの

入力手段を使えるようにする 

・生徒が車椅子等を使用する場合 ・車椅子の移動に支障をきたさな

い 

・机と机の間の距離、配線など床の突

起物等についても配慮をする 

・コンピュータ等の画面上の文字を

目で追って読むことに困難がある

場合 

・どこを読んでいるのかが分かる ・読んでいる箇所をハイライト表示や

反転表示する 

・コンピュータ等を扱いながら、指

示を聞くことに困難がある場合 

・同時に二つの作業が重なること

がない 

・まずは手を止めるよう指示をしてか

ら次の話をする 

・集中して学習を継続することが難

しい場合 

・見通しをもって学習に取り組め

る 

・学習活動の手順を視覚化して明示し

たり、スモールステップで学習を展

開できるようにしたりする 

・自ら問題解決の計画を立てたり設

計したりすることが難しい場合 

・生徒が学習に取り組みやすくな

る 

・あらかじめ用意した計画や設計から

生徒が選択したり、それらの一部を

改良する課題に取り組めるように

したりするなど段階的な指導を行

う 
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(7) 福祉科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・学習に集中したり、持続したりす

ることが困難な場合 

・学習への意欲を喚起する ・学習環境を整理・整頓することや学

習のルールや手順を視覚的に明示

するなど教材・教具を活用するこ

と、こまめに努力を認める声かけを

すること、スモールステップによる

学習、ペアやグループでの学び合い

等学習方法を工夫する。その際、具

体的に簡単な言い方で伝えること、

おだやかに話しかけること、否定的

な言葉を避けること、苦手なことよ

りも得意なことを認め、集団の中で

当該生徒が生かされていると実感

し、自信がもてるような工夫をする 

・同時に複数の事項に注意を向ける

ことが困難な場合 

・優先順位が分かる ・事項を減らしたり、活動の区切りを

設けたり、指示事項や留意すべき点

を示したカードを用いたりする 

・実験・実習の全体像を俯瞰できな

いなど学習活動への参加が困難な

場合 

・学習の見通しをもてる ・前もって実験・実習の手順や方法を

視覚的に明示したり、全体の流れの

中で今どこを学習しているかを示

したりする 

 

(8) 理数科 ※共通教科「理数科」参照 

 

(9) 体育科 ※共通教科「保健体育科」参照 

 

(10) 音楽科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・音楽を形づくっている要素（音色、

リズム、速度、旋律、テクスチュ

ア、強弱、形式、構成など）を知

覚することが難しい場合 

・要素に着目しやすくできる ・要素の表れ方を視覚化、動作化する

などの配慮をする（動作化する際

は、決められた動きのパターンを習

得するような活動にならないよう

留意する） 

・音楽を聴くことによって自分の内

面に生まれる様々なイメージや感

情を言語化することが難しい場合 

・表現したい言葉を思い出すきっ

かけとなる 

・イメージや感情を表す形容詞などの

キーワードを示し、選択できるよう

にする 

(11) 美術科 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・形や色彩などの変化を見分けた

り、微妙な変化を感じ取ったりす

ることが難しい場合など 

 ・生徒の実態やこれまでの経験に応じ

て、造形の要素の特徴や働きが分か

りやすいものを例示する 

・主題に応じて一人一人が自分に

合ったものが選べる 

・多様な材料や用具を用意したり種類

や数を絞ったりする 

・造形的な特徴などからイメージを

捉えることが難しい場合 

・形や色彩などに対する気付きや

豊かなイメージにつながる 

・自分や他の人の感じたことや考えた

ことを言葉にする場を設定する 
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３ 総合的な探究の時間 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・様々な事象を調べたり、得られた

情報をまとめたりすることに困難

がある場合 

・必要な事象や情報を選択して整

理できる 

・着目する点や調べる内容、まとめる

手順や調べ方について具体的に提示

する 

・関心のある事柄を広げることが難

しい場合 

・関心のもてる範囲を広げること

ができる 

・現在の関心事を核にして、それと関

連する具体的な内容を示していく 

・様々な情報の中から、必要な事柄

を選択して比べることが難しい場

合 

・具体的なイメージをもって比較

することができる 

・比べる視点の焦点を明確にしたり、

より具体化して提示したりする 

・学習の振り返りが難しい場合 ・学習してきた場面を想起しやす

くする 

・学習してきた内容を文章やイラス

ト、写真等で視覚的に示すなどして、

思い出すための手掛かりが得られる

ようにする 

・人前で話すことへの不安から、自

分の考えなどを発表することが難

しい場合 

・安心して発表できる ・発表する内容について紙面に整理

し、その紙面を見ながら発表できる

ようにすること、ＩＣＴ機器を活用

したりするなど、生徒の表現を支援

するための手立てを工夫できるよう

にする 

 

４ 特別活動 

困難さ 指導上の工夫の意図 手立て 

・相手の気持ちを察したり理解した

りすることが苦手な場合 

・他者の心情等を理解しやすくす 

 る 

・役割を交代して相手の気持ちを考え

たり、相手の意図を理解しやすい場

面に置き換えることや、イラスト等

を活用して視覚的に表したりする指

導を取り入れる 

・話を最後まで聞いて答えることが

苦手な場合 

・発言するタイミングが理解でき

る 

・事前に発言や質問する際のタイミン

グなどについて具体的に伝えるな

ど、コミュニケーションの図り方に

ついての指導をする 

・学校行事における避難訓練等の参

加に対し、強い不安を抱いたり戸

惑ったりする場合 

・見通しがもてる ・各活動・学校行事のねらいや活動の

内容、役割（得意なこと）の分担な

どについて、視覚化したり、理解し

やすい方法を用いたりして事前指導

を行うとともに、周囲の生徒に協力

を依頼しておく 
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発達障害について 

 

発達障害の定義（『生徒指導提要』（改訂版）p.269） 

「発達障害」とは、「発達障害者支援法」において、「自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎

性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害その他これに類する脳機能の障害であってその症状が

通常低年齢において発現するものとして政令で定めるものをいう。」と定義されています。 

 

自閉症（同上 P.271） 

自閉症は、「他者との社会的関係の形成の困難さ」、「言葉の発達の遅れ」、「興味や関心が狭く特定

のものにこだわること」を特徴としています。相手の気持ちを推し量ることや自分の言動の周りへ

の影響を把握することに難しさがあり、暗黙の了解や例え話、遠回しの表現など抽象度が高い内容

の理解に困難さを抱えます。また、先の見通しを持てないことへの不安が強いため、予想外の出来

事が多い学校生活において、大きな不安感を抱えてしまうこともあります。 

 

学習障害（LD）（同上 P.271） 

学習障害は、全般的な知的発達に遅れはありませんが、聞く、話す、読む、書く、計算する又は

推論する能力のうち、特定のものの習得と使用に著しい困難を示します。課題は理解できても、学

習の取組に成果を上げることに困難があります。できることと難しいことのギャップが大きいこと

も特徴であり、やる気の問題や努力不足と見られがちです。失敗経験の積み重ねは学習に対する自

信や意欲の低下を招きます。 

 

注意欠陥多動性障害（ADHD）（同上 P.271） 

注意欠陥多動性障害は、年齢あるいは発達に不釣り合いな注意力又は衝動性・多動性を特徴と

し、社会的な活動や学校生活を営む上で著しい困難を示します。自分の感情や行動をコントロール

しきれずに無意識にとった行動が、結果として問題となる行動につながりやすいこともあります。

早合点やうっかりミス、不注意な誤りによる失敗も多く経験しています。また、指示通りに活動で

きない、ルールや約束が守れないことは、友達関係の維持に影響します。注意や叱責を受ける機会

が多いことは、自己評価や自己肯定感を下げる要因ともなります。 
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令和○○年度 個別の教育支援計画 

〔支援機関一覧〕 
令和○年○月○日記入 

氏 名
ふりがな

 
○○○ ○○○○ 

○○ ○○ 
生年月日 平成○年○月○日 学校・学年 県立○○高等学校 第○学年 

保護者氏名 ○○ ○○ 住  所 〒000-0000 ○○市○○町○番地 電話 000-000-0000 

 

 就 学 前 小学校・小学部 中学校・中学部 高等学校・高等部 卒 業 後 

支
援
窓
口 

○○市 健康課 

    学校教育課 

○○市 学校教育課 ○○市 学校教育課 ○○市 生涯学習課 ○○市 生涯学習課 

母
子
保
健 

５歳児(年中児)健康相談 

(○○市保健センター) 

    

医
療
・
福
祉 

○○医院(小児科) 

 担当：○○○○ 

 

○○市子ども発達センター 

 発達相談：○○○○ 

 (○歳～ 月１回) 

○○病院(小児科) 

 担当：○○○○ 

○○病院(小児科) 

 担当：○○○○ 

○○病院(小児科) 

 担当：○○○○ 

○○病院(神経内科) 

 担当：○○○○ 

教
育
・
保
育 

○○幼稚園 

 担任３歳：○○○○ 

   ４歳：○○○○ 

   ５歳：○○○○ 

○○小学校 

 担任 

  １年：○○○○ 

  ２年：○○○○ 

  ３年：○○○○ 

  ４年：○○○○ 

  ５年：○○○○ 

  ６年：○○○○ 

○○中学校 

 担任 

  １年：○○○○ 

  ２年：○○○○ 

  ３年：○○○○ 

県立○○高等学校 

 担任 

  １年：○○○○ 

  ２年：○○○○ 

  ３年：○○○○ 

 

総合教育センター 

 (教育相談) 

  担当：○○○○ 

卒業後支援 

 高３担任：○○○○ 

 進路指導主事 

     ：○○○○ 

家
庭 

基本的生活習慣 

父、母、妹、祖母 

基本的生活習慣 

父、母、妹、祖母 

基本的生活習慣 

父、母、妹 

基本的生活習慣 

父、母、妹 

余暇活動 

父、母、妹 

地
域 

親子体操教室 ○○自治会子供会 ○○自治会子供会 ○○市立図書館 ○○市立図書館 

労
働 

   インターンシップにおけ

る実習 

 ２年：○○市立運動公

園 

 

障害者就業・生活支援セ

ンター○○○○ 

 担当：○○○○ 

ハローワーク 

 担当：○○○○ 

 

障害者職業センター 

 担当：○○○○ 

 

障害者就業・生活支援

センター○○○○ 

 担当：○○○○ 

 

 

 

 

栃木県 Web サイト「特別支援教育および特別支援学校等について」 

http://www.pref.tochigi.lg.jp/m05/education/gakkoukyouiku/tokubetsu/tokubetsu-shien01.htmlからダウンロードできます 

http://www.pref.tochigi.lg.jp/m05/education/gakkoukyouiku/tokubetsu/tokubetsu-shien01.html
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通常の学級用 

令和○○年度 個別の教育支援計画 

〔個別の指導計画〕 
令和○年○月○日記入 

ふりがな 

氏  名 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ 
学級 ２年○組 

記入者

（所属） 

○ ○ ○ ○ 

    （担任） 

（年 間） 

目  標 ○課題を期限内に提出できる。 

評  価  

（1 学期） 

 実 態 指導目標 指導場面 指導の手立て 評価 

学 
 

習 
 

面 

【うまくいっている状況】 

○学習意欲が高く、特に数学

は粘り強く問題を解いてい

る。 

 

【つまずいている中でも 

うまくいっている状況】 

○書写に時間がかかりノート

や課題の提出状況がよくな

いが、何度か声を掛けて確

認すると提出することがで

きる。 

 

○期限が過ぎて

しまったとし

ても最後まで

課題をやり遂

げることがで

きる。 

 

毎時間 

教室 

教科担任 

担任 

特支ｺｰﾃﾞｨﾈ

ｰﾀｰ 

 

○できている部分に注目させな

がら、目標までの道筋を示

す。 

 ・取組をせかさず、できてい

ることを褒める。 

 ・進捗状況を確認して課題の

提出の順番を調整する。 

 ・課題の一覧表を作成させ、

取組状況を確認させる。 

 

→やり遂げられ

る課題が増

え、提出状況

が改善した。

しかし、作文

の課題は苦手

意識からほぼ

手を付けるこ

とができなか

った。 

生 
 

活 
 

面 

【うまくいっている状況】 

○部活動を２部かけ持ちし、

活動を楽しみにしている。 

 

【つまずいている中でも 

うまくいっている状況】 

○部活動の間ずっと一人で行

動していることがあるが、

友達とかかわろうという気

持ちはあり、休まず参加し

ている。 

 

○部活動で１日

１回は自分か

ら友達に話し

かけることが

できる。 

 

部活動の時

間 

体育館 

書道室 

部活動顧問 

担任 

 

○出席記録係を設け、出欠をつ

ける役割を与える。 

 ・毎日記録の確認をして褒め

る。 

 ・新入部員の顔と名前が一致

するよう、顔写真と名前を

一覧にして渡す。 

 

→出欠記録係の

役割と顔写真

により、自分

から部員に話

しかける機会

が増えた。 

  

本人及び保護者の

願い 

〔本人〕 

・友達と仲良く過ごせるようになりたい。 

・ペット関係の仕事に就き、親元を離れて暮らしたい。 

〔保護者〕 

・友達と仲良く学校生活を送ってほしい。 

・本人に合う進路を見つけてほしい。 

健康上の配慮等 ・広汎性発達障害の診断（○○○○病院・小学２年生時） 

   

合
理
的
配
慮 

教育内容・ 

方法 
○教師の指示や連絡に対応できるようにするために、メモを取る時間を確保する。 

支援体制 
○本生徒に必要な支援の方法について、教職員が共通理解の下、指導・支援に当たる。 

○特別支援教育コーディネーターが、教科間で課題を提出する順番を調整する。 

施設・設備 ○クールダウンの場として、保健室や教育相談室を使用できるようにする。 

 

記載内容について承諾しました。 

                                 令和○年 ○月 ○日 保護者名（  ○ ○ ○ ○  ） 
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通級による指導用 

令和○年度 個別の教育支援計画 

〔個別の指導計画〕 
 

             令和 ○年 ５月 10 日記入 

                               

ふりがな ○ ○  ○ ○ 性 
別 男 

学 
級 

２年２組 
記入者名 
（所属） 

○○ ○○ 
（担任） 氏  名 ○ ○  ○ ○ 

診断名等 
診断名：なし 
      年  月  日診断 
  医療機関名：          病院 

服
薬 

 有  無 
 

検査結果等 

検査名 なし 

検査結果 
 

実施期日   年  月  日 
実施機関  

障害者手帳 有 無 手帳  級     （  年  月  日 交付） 

家庭状況 

・父、母、本人、弟（14 歳）の４人家族。 
・家では弟とゲームをしたり、インターネットで調べものをしたりして過ごして
いる。 

本人及び保
護者の願い 

［本人］ 
・学校で注意をされずに、楽しく高校生活を送りたい。 
［保護者］ 
・就職に向け、基本的なマナーを身に付けてほしい。 

健康上の配
慮等 

・ストレス過多になると、家庭でゲームの時間が増え、夜更かしをしてしまう。 
・姿勢が良くないため、長時間椅子に座っていることが苦手である。 

生 
 
活 
 
の 
 
様 
 
子 

 
うまくいっている状況 

つまずいている中でも 
うまくいっている状況 

学習面 

・好奇心旺盛で、興味を持ったことに
ついて、インターネットを用いて積
極的に調べることができる。 

・疑問点について質問することができ
る。 

・苦手な授業では私語を繰り返してし
まったり、教師の発した一言にこだ
わってしまったりするが、好きな授
業ではユーモアを交えて意見を言う
など、意欲的に取り組むことができ
る。 

・集中が途切れてしまうと課題に取り
組めなくなってしまうが、休憩を挟
むなどして集中力が回復すると意欲
的に学習できる。 

生活面 

・学校の来客等に対し、礼儀正しく挨
拶をすることができる。 

・保護者からの回答等の提出物を期限
内に提出することができる。 

・夜更かしをしてしまっても、遅刻せ
ずに登校している。 

・注意を受けると不満な気持ちが態度
に出てしまうが、落ち着いて考える
時間を設けると、受け入れることが
できる。 
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（１学期） 

１年間の目標 
自分の言動を客観視し、教師の促しにより私語やストレートな発言を
控えることができる。 

評価 
注意された場面、褒められた場面のそれぞれについて、自分の感情と
ともに振り返ることができた。 

 

１ 通常の学級（学級担任） 

   

２ 通級による指導（通級指導担当教員） 

 

合
理
的
配
慮 

教育内容・ 
方法 

・各授業において１回程度、気分転換の時間を設ける。 
・姿勢が崩れそうになったら、姿勢を変えるための時間を設ける。 

支援体制 

・各教科担任の間で共通理解を図り、指導・支援を行う。 

施設･設備 

・生徒の目に付きやすい教室前方の掲示物は必要最小限にする。 

 

記載内容について承諾しました。 
                        令和 ○年 ５月 20 日 保護者名（  ○○ ○○  ） 

 

指導目標 指導の手立て 評価 

・不満があっても落ち着
いて話をすることがで
きる。 

・教科担任と情報を共有し、できているこ
とを本人に伝える。 

・落ち着いて話ができる環境を整えてか
ら、本人の不満等を聞く。 

・日頃は落ち着いて話
をすることができ
た。 

・不満があるときは、
思ったことを言い尽
くすまでは乱暴な口
調になることが多か
った。 

指導目標 指導の手立て 評価 

・自分の言動をその時の
感情とともに自覚する
ことができる。 

・授業に集中して取り組
む方法を考えることが
できる。 

・授業中の自分の言動に関して、具体的な
場面で、褒められたことや注意を受けた
ことについて振り返ることができるよう
にする。 

・褒められたときと注意を受けたときの要
因について考え、どのようなときに集中
して授業に取り組むことができるのか、
考えることができるようにする。 

・注意を受けるだけで
はなく、褒められる
回数も多いことに気
付くことができた。 

・注意を受けること
で、意欲が減少し、
重ねて注意を受けて
しまう状況を確認で
きた。 

・イライラしているの
は教員や他の生徒が
原因であり自分の言
動は変える必要がな
いと考えている。 
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中学校から高等学校への支援情報の引継ぎモデル 【中学校版】 

 

栃木県教育委員会事務局特別支援教育室 

 

①校内委員会を開き、高等学校への引継ぎが必要な生徒を確認する。     【９～10 月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

②保護者と面談し、改めて引継ぎについての同意を得る。            【12～１月】 

 

 

 

 

 

 

③合格発表後、高等学校へ連絡し、引継ぎの日時等を調整する。      【３月中旬】 

 

 

 

 

 

④担当者が高等学校を訪問し、支援情報を引き継ぐ。          【３月中旬～下旬】 

 

 

 

 

 

 

※中学校卒業後も、高等学校からの問合せや本人・保護者からの相談に対応できるよう備える。 

    ・引き継いだ資料の写しを保管する。（５年間保存することが望ましい） 

    ・対応の窓口となる教員を決める。 

 

 

 

 

 

・個別の教育支援計画を作成している生徒全員（通常の学級に在籍する生徒を含む）について、

引継ぎの必要性を検討する。 

  ＊配慮受検が必要な生徒については、原則として引継ぎを実施する。 

  ＊個別の教育支援計画を作成していない生徒についても、高等学校入学 

後の学習面及び生活面の困難さを見据え、引継ぎの必要性を検討する。 

 

・引継ぎの趣旨や目的について、改めて説明する。 

・引継ぎ先や内容などの範囲を明確にした上で、本人・保護者の 

同意を得る。 

 

・教頭等が高等学校へ支援情報を引き継ぐ生徒数と引継ぎを行う 

担当者（複数名）を連絡し、訪問する日時を調整する。 

 

・方法：個別の教育支援計画による 

・内容：中学校における支援情報 

特に、高等学校入学後、早期に必要と考えられる支援情報や 

 「中学校でこの方法ならばうまくいった」という支援情報など 
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中学校から高等学校への支援情報の引継ぎモデル 【高等学校版】 

栃木県教育委員会事務局特別支援教育室 

 

①中学校からの連絡を受け、引継ぎの日時等を調整する。           【３月中旬】 

 

 

 

 

 

②担当者が面談により、支援情報の引継ぎを受ける。         【３月中旬～下旬】 

 

 

 

 

 

 

③本人・保護者と面談する。                           【３月下旬～４月上旬】 

 

 

 

 

  ◆ただし、入学前に本人・保護者との面談が難しい場合は当面の支援内容の検討を優先し、 

入学後すぐに面談を実施する。 

 

④[入学前]校内委員会を開き、当面の支援内容を検討する。      【３月下旬】 

 

 

 

 

 

 

⑤[入学後]校内委員会を開き、実態把握に基づく支援内容を検討する。 【４月～】 

 

 

 

 

 

※その後、校内で実施していくこと 

･各教科等で情報を共有し支援に当たる。 

・本人・保護者の同意の上、必要に応じて中学校と連携する。 

 

 ・合格発表後、可能な限り早い時期に行う。 

 ・生徒指導の中高連絡会とは別に、引継ぎの機会を 

設定することが望ましい。 

・複数の教員で対応する。 

（特別支援教育コーディネーター、新学年主任等） 

・引継ぎの結果を管理職に報告する。 

・引き継がれた資料は、適切に管理する。 

・本人・保護者の願いや希望する支援内容などについて聞き取る。 

（新入生オリエンテーションなどの機会を利用し、早めに実施する） 

・引き継いだ支援情報を参考に、生徒の実態を把握する。 

・高校での学習や生活の場に即して、必要な支援内容を検討する。 

→本人・保護者とともに個別の教育支援計画を作成する。 

・収集した情報を共有する。 

・高校生活が円滑に開始できるよう、当面の支援内容について検討する。 

   例） 学級編制、担任、座席等の配慮 

入学式前の校舎内見学、相談室の活用  など 
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高等学校から進路先への支援情報の引継ぎ 

 
 

  本県においては、教育上特別の支援を必要とする生徒に対する「個別の教育支援計画」を活用

した指導・支援の実績を踏まえ、下記により進路先への引継ぎを推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣旨 

教育上特別の支援を必要とする生徒の高等学校における支援情報等を進路先に引き継ぐこ

とにより、進路先における早期からの支援の充実を図る。 

 

２ 対象（いずれも本人・保護者の同意がある場合に限る） 

・進学：障害のある生徒（発達障害の可能性のある生徒を含む） 

・就職・福祉的就労：障害者雇用により就労する生徒及び福祉的就労をする生徒 

 ※通常雇用については、必要に応じて引継ぎを実施する。 

 

３ 引継ぎに用いる書類 

 ・引継書［p37、38参照］ 

・支援機関一覧（卒業後の欄に支援を受けることが想定される機関等を記載したもの）［p30参照］ 

 

４ 手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 個人情報の管理 

・個別の教育支援計画及び引継書については、記載された個人情報が漏えいしたり、紛失したりす

ることのないよう、学校における個人情報の管理の責任者である校長が適切に保存・管理する。 

・個別の教育支援計画及び引継書の複製等の管理については、指導要録の指導に関する記録の保存

期間を参考とし、５年間保存されることが望ましい。 

Ⅰ 高等学校における「個別の教育支援計画」［ｐ30～33参照］を活用した指導・支援の充実 

・本人・保護者の願いに基づき、本人・保護者と学校とが相談や情報共有をしながら、「こ

うすればできる」という支援の情報を蓄積し、引継ぎの情報としていく。 

 

Ⅱ 本人・保護者の参画による引継書の作成 

・面談等により記載内容について確認し、合意形成を図る。校長決裁の後、本人・保護者

の署名捺印により確認を受ける。 

   

Ⅲ 進路指導主事・担任等による進路先への事前連絡 

・引継ぎ先の担当部署及び時期を確認する。 

 

Ⅳ 本人（保護者）による進路先への引継書の提出 

・本人（保護者）が作成された引継書を提出できるよう、担任等が支援する。  

・可能な範囲で進路指導主事や担任等が同行する。 

・就職・福祉的就労の場合は特に、関係機関担当者の同席により、進路先での支援につい

て共通理解を図ることが望ましい。 
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別記様式１　進学用

住 所

電 話 番 号

続　柄 父 緊急連絡先

得意なこと
（好きなこと）

不得意なこと
（嫌いなこと）

学校の支援

本人の取組

支援・取組の
結果

４　希望する支援

定期試験等

作成日　令和○○年○○月○○日 校　　　　長 公印
栃木県立○○○○高等学校 進路指導主事
連絡先：００００－００－００００ 作成担当者（担任）

令和○○年○○月○○日 生徒氏名 印
保護者氏名 印

引　継　書　

ふ り が な 栃木県宇都宮市◯◯00-0

氏　　　　名 ０２８－０００－００００

１　基本情報

とちぎ　たろう

栃木　太郞

保護者 ・進級、卒業し、続けられる仕事に就いてほしい。

２　本人・保護者の願い

診 断 名 等
アスペルガー症候群
（自治医科大学附属病院・小学校２年生時） 障害者手帳

精神障害者保健福祉手帳　３級
（平成◯◯年◯◯月◯◯日交付）

定期通院・服薬 なし

保護者氏名 栃木　一郎 ０９０－００００－００００

本　人
・単位を取って進級、卒業したい。興味の持てるサークルに入り、仲の良い友達を作りたい。
・大学に慣れたら一人暮らしをしたい。

学習面 生活面（部活動を含む）

本
人
の
状
況

・暗記が得意で、地理や歴史の知識が豊富。
・インターネットによる情報収集が得意。

・礼儀正しく、言葉遣いも丁寧である。
・誰とでも臆せず話をすることができる。

・書く速度が遅く、課題の提出が遅れがち。
・話を聞きながらノートを書くなど、２つ以上の作
業を同時に進行することが苦手。
・思ったことをその場で口に出してしまう。

・急な予定変更が苦手で、動作が止まってしまう。
・自分の言いたいことをうまく伝えられないと、混乱
してしまうことがある。

学
校
の
対
応

・提出物を管理する計画表を作成させ、進捗状況
を確認する。
・各教科から複数の課題が出された場合、優先
順位を示し、随時進捗状況を確認する。
・定期試験で別室受験を許可する。

・定期的に面談を行い、困りごとを確認する。
・見通しを持てるよう計画表を作成させる。
・保健室内に本人が落ち着ける環境を用意し、養
護教諭が見守る。

・休み時間のうちにノートをまとめる。
・計画表を作成してこまめに確認する。

・作業の前に手順を確認し、見通しを持つ。
・気持ちが不安定になったら、教員に伝えて保健
室で気持ちを落ち着かせる。

・自分で計画表を作成し、提出物の管理ができる
ようになってきた。

・自分から保健室で休むことを伝えられるように
なった。

３　高等学校における状況

○○　○○

・特に履修登録が心配であるため、配慮していただきたい。（担任より）

・困った時に相談できる人と場を設けてほしい。
・定期的に面談を行い、状況を確認してほしい。

○○　○○

この引継書及び別添の支援機関一覧の情報を、《進学先学校名》及び関係機関に引き継ぐことに同意します。

備      考

○○　○○
○○　○○
○○　○○

学業面 生活面

本人の希望
・入学時の様々な手続ができるか心配であるた
め、詳しい説明と確認をしてほしい。

・別室受験
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別記様式２　就職・福祉的就労用

住 所

電 話 番 号

続　柄 父 緊 急 連 絡 先

得意なこと
（好きなこと）

不得意なこと
（嫌いなこと）

学校の支援

本人の取組

支援・取組の
結果

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの
状況

４　希望する支援

校　　　　長 公印

進路指導主事

作成担当者（担任）

生 徒 氏 名 印

保 護 者 氏 名 印

引　継　書　
１　基本情報

ふ り が な 栃木県宇都宮市◯◯00-0

氏　　　　名 ０２８－０００－００００宇都宮　花子

うつのみや　はなこ

診 断 名 等
アスペルガー症候群
（自治医科大学附属病院・小学校３年生時） 障 害 者 手 帳

精神障害者保健福祉手帳　３級
（平成◯◯年◯◯月◯◯日交付）

定期通院・服薬 なし

保護者氏名 宇都宮　二郎 ０９０－００００－００００

２　本人・保護者の願い

本　人 ・早く仕事を覚えて楽しく働きたい。自動車免許を取得し、車で通勤したい。

保護者 ・仕事を続けて、経済的に自立してほしい。

３　高等学校における状況

学習面 生活面（部活動を含む）

本
人
の
状
況

・資格取得に向けて努力し、漢字検定準２級に合格し
た。
・実習の授業では、体力を要する活動にも積極的に取
り組んでいる。

・基本的生活習慣が身についている。
・毎日自分でお弁当を作っている。
・仲良くなった友人とは、対面で落ち着いて話をすること
ができる。

・国語の作文や体育の球技が苦手で、授業への参加
をためらうことがある。
・頑張りすぎると疲れて授業に集中できなくなってしま
う。

・学期の始めや行事の前などの環境の変化が大きいと
きは、気持ちが落ち着かなくなる。
・集団の中で複数の生徒と話をする場面では、緊張して
うまく話せなくなってしまう。

○○　○○

○○　○○

作成日　令和○○年○○月○○日

栃木県立○○○○高等学校

連絡先：００００－００－００００

・苦手なことについては、事前に担任や教科担任に相
談する。

・休み時間は自席を離れ、仲の良い友人の近くで過ごす
ようにしている。

備      考 ・本人の不安を取り除くと活動の幅が広がるので、不安な様子が見られたら声を掛けていただきたい。（担任より）

○○　○○

令和○○年○○月○○日 ○○　○○

○○　○○

・作文は指定された枚数を書き終えることができるよう
になった。

・学校行事に最後まで参加することができるようになっ
た。
・話ができる友人が増えた。

・スーパーマーケットで品出し等の業務を体験した。担当者を決めてもらい、不明な点について質問しやすい環境
を整えたところ、最後までやり遂げることができた。

この引継書及び別添の支援機関一覧の情報を、《就職先企業名等》及び関係機関に引き継ぐことに同意します。

作業能力・作業態度 日常生活・対人関係

本人の希望
・担当者を決め、相談しやすい環境を整えてほしい。
・不安軽減のため、口頭による説明だけでなく、手順を
明示し実際にやって見せてほしい。

・困っている様子が見られるときは、声を掛けて、何に
困っているのかを確認してほしい。
・社員との会話に入れなくてもその場にいると安心する
ので、同じ場に居させてほしい。

学
校
の
対
応

・苦手科目については、小さな目標を積み重ねることで
課題が達成できるよう、事前に本人と学習計画を確認
する。
・疲れた様子が見られたら声を掛ける。

・行事の前には個別に面談を行い、行事の全体像を伝
え、対応を一緒に考える。
・清掃分担等の班分けの際は、話ができる生徒と同じ班
になるように配慮する。
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